決勝大会の開催における感染拡大予防のための運営方針
～バスケットボール競技における感染予防対策～
県南Ａ地区Ｕ１２部会
１　バスケットボール競技における感染予防対策について

本運営方針は、2020年度茨城新聞社杯・第48回茨城県ミニバスケットボール選手権大会の要項を受け、県南Ａ地区等で大会等を実施する際に、本県の感染拡大状況を鑑み、具体的な対応を示したものです。

なお、大会の運営にあたっては,本運営方針だけではなく、スポーツ庁による「スポーツイベント再会に向けた感染拡大予防ガイドライン」、（公財)日本バスケットボール協会の「バスケットボール活動再開に向けたガイドライン」等を考慮し、選手にとって、安全安心な大会となりますよう、理解とご協力をお願い申し上げます。
２　バスケットボール競技における具体的な感染予防対策
	留意事項
	主催者の対策

	競技前

(特別ルール等)
	○受付は、会場責任者のチーム関係者又は大会役員が行う。
○受付は、当日の検温と別紙１・２・３・チーム承諾書の用紙の受領を行う。
○受付にて、全ての人は、手指の消毒と検温を行い、チーム代表者は、別紙１（大会参加承諾書）・
別紙２（健康チェックシート参加チーム用・大会関係者用）・別紙３（大会観戦者名簿父兄のみ）の
提出を会場責任者又は役員に提出を行う。
○会場に受付を設置し，応援の保護者は手指の消毒を行い，健康チェックシートに必要事項を事前に記入してもらう。
○審判，コーチ，選手間の握手は行わない。

○各クオーターの時間は通常通り6分+1分+6分+5分+6分+1分+6分とする。タイムアウトについては各クオーター１回までとする。

	競技中
	○べンチの椅子同士は最低１ｍ以上開ける。べンチ入りメンバーが多く, １列に椅子が置けない場合は２列にしたり,オポジットサイドに追加のべンチを設けたりして選手同士が密にならないよう努める。

○ベンチの選手については,熱中症予防の観点からも,他の選手と離れていればマスクをはずしてもよいものとする。

○ハイタッチや肩を組む,円陣を組むなど,プレイに直接関係のない身体接触をしない。
○タイムアウト時のミーティングは密集にならないように全選手がベンチに座った状態で行う。
○タオル,飲み物の共有はしない。

○出場選手は,クオーター毎にアルコール消毒液で手指の消毒を行う。

○審判は電子ホイッスルの使用を可とする。

	競技後
	○べンチの椅子, TO席の機材･机･椅子,得点板･モップ等,人の触れたものは、使用したチームが除菌クロス等で消毒する。
○応援席の人の入れ替えを行い,手すりを除菌クロス等で消毒する。

	その他
	○保護者の応援は、自チームの試合のみとする。試合が終わったらすみやかに入れ替えを行う。
○更衣室は利用しない。
○昼食をとる必要がある場合は,選手同士が密にならないように食事場所をチーム毎に指定し,引率責任者指導のもと食事をとらせる。

○バスケットボールの消毒はボールそのものの劣化を招く可性があるため, 各ボールメーカーの「お手入れ方法」に従う。


３　その他

（１）　上記に記載のないものについては, 2020年度茨城新聞社杯・第48回茨城県ミニバスケットボール選手権大会の要項に従い,健康チェックシートを活用することとする。

（２）　本運営方針は,今後の感染状況を踏まえて,逐次見直すこともあり得る。

（３）　（公財）日本バスケットボール協会HP「バスケットボール活動再開に向けたガイドライン」を参照することとする。(新型コロナウイルス対応チェックリスト例を活用)www.japanbasketball.jp
